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■計画の背景

飯能市が管理する市道上にある橋りょうは、383橋あります。
このうち、建設後50年を経過する橋りょうは、2020年現在で
全体の31％を占めており、20年後の2040年には、約68％に
増加します。

これらの高齢化を迎える橋りょう群に対して、従来の損傷が
進行した後に補修を実施する維持管理を続けた場合、橋りょう
の修繕・架け替えに要する費用が増大となることが懸念されま
す。
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■道路橋の予防保全に向けて
飯能市が管理する橋りょうの背景から、より計画的なりょう

の維持管理を行い、限られた財源の中で効率的に橋りょうを維
持していくための取り組みが不可欠となります。

コスト縮減のためには、従来の維持管理から損傷が大きくな
る前に計画的に修繕を行う維持管理へ転換を図り、橋りょうの
寿命を延ばす必要があります。

そこで、将来的な財政負担の低減及び道路交通の安全性の確
保を図ることを目的とした、橋りょう長寿命化修繕計画を策定
しました。
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■橋りょう長寿命化修繕計画：橋の健康診断について
橋りょうの長寿命化修繕計画は「PDCAサイクル」で管理さ

れ、継続的に実施されます。初回の点検は平成24年度に実施し
ました。今後、5年ごとに行われる橋りょう点検とそれに伴う
計画の見直しを行い、状況に即した修繕計画の策定と実施によ
り、継続的かつ計画的な維持管理が可能となります。
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■橋りょうの長寿命化とは
橋りょうの適切な維持管理を行うことで、橋梁の現状が把握

でき、予防的な修繕を行うことにより橋りょうの寿命を延ばす
ことを目的としています。それにより、費用の縮減が見こまれ
ています。
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■長寿命化修繕計画による効果
これまでの橋りょうの損傷が顕著化した時点で修繕を行う

「対症療法型」から、損傷が大きくなる前に計画的に修繕を行
う「予防保全型」へ維持管理を換えることで、次の効果が期待
されます。

腐食
塗装が腐食している状態
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■コストの縮減
飯能市の長寿命化修繕計画を策定する383橋について、今後

30年間の事業費を比較すると、従来の「対症療法型」が約
127億円に対し、「予防保全型」の長寿命化修繕計画の実施に
より約45億円となり、約65％のコストの縮減が見こまれます。

従来管理「対症療法型」 VS 長寿命化修繕計画「予防保全型」

■学識経験者の意見聴取
本計画を策定するにあたり、策定方針や橋梁の資産評価、劣

化予測等について、学識経験者（橋梁などについて専門的な知
識を有する）の方に助言を頂き、計画に反映させました。

学識経験者：埼玉大学大学院 理工学研究科
環境社会基盤国際コース 奥井 義昭 教授

意見聴取実施状況
（緊急事態宣言発令中のため、リモートにて実施しました）
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‐82.2億円

64.9％縮減


